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　学生図書委員会では，学生図書委員による購入希望図書の選書と検索や購入を目的としたブックハンティ

ングを毎年実施しています。
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　各図書委員が，各学年各クラス予算１万円を目安として，直接書店にて本を選書する活動です。
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　各クラスの図書委員の方に相談してください。また，図書館にある購入希望図書申し込み用紙に必要事項

を明記の上，図書係の方に申請してください。
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　基本的に制限はありません。原則として，風紀上・法律上・道徳上問題とされる書籍は不可です。
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中 武 佳 樹電気工学科４年

　私は今年度で二度目の図書委員だったわけです

が，やはり楽しかったのはブックハンティングです。

いつもは高くて，買えないような本も予算が１クラ

ス１万円もあるのできっと買えます。もし十月ごろ

にほしい本があったら，クラスの図書委員に頼みま

しょう。

　きっと買ってきてくれます。

　今回，私が買ってきた本で一押しは「終戦のロー

レライ　上下巻」です。

　まさに前述したとおり，いつもは高くて買えない

本だったので（上下巻で３千円超えます），喜び勇

んで買ったわけですが…。まだ読んでいません（泣）

むしろ借りることすらできていません。自分が買っ

てきた本が人気なのは嬉しいことなのですが，自分

が読みたくて買った本が読めないのは少し寂しかっ

たりします。来年度中には読みたいですね。読めな

いと卒業しちゃうので…（苦笑）

　他にもさまざまな本を買いましたが，友人の薦め

でライトノベルを多く買ってしまったのは少し心残

りです。確かに買いやすく，読みやすいライトノベ

ルですがそればかりある図書館というのはなんだか

図書館らしくないですよね。それなのでもし来年ま

た図書委員になって三度目のブックハンティングを

する時には，ハードカバーの本や，学術図書などを

多めに買いたいなぁなんて思っています。

　そんなこんなで何をいいたいかといえば

　「ブックハンティングは本が好きな人にはたまら

ない行事ですよ！！」

ということです。
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田 崎 秋 吾電子情報工学科４年

　私は図書委員を，１，２，４年と，３度にわたり

経験してきた。図書委員の仕事として思い出すのは，

文化祭の古本バザー，現在こうして執筆している図

書館便りの編集作業などがあるが，やはり一番に思

い出すのはブックハンティングであった。

　最大の魅力は，本をたくさん買えること。普段，

買い物依存症と言ってもまぁ過言ではないような本

の買い方をしている私は，このイベントにたまらな

い魅力を感じる。敬遠しがちなハードカバーの本や，

専門書の類などを，１万円の範囲で好きなだけ買え

る。もちろん，クラスで１万円，ということなので，

クラスの意見を聞くことが大事だが，リクエストが

あまりない場合，自分の好みを反映することができ

る。とても素敵なことだと思う。自分の推奨する本

を他の誰かに読んでもらうこともできるし，何より

ちょっとだけ気になっていたが，購入には至らな

かった本を買って自分でも読めるのだ。やはりブッ

クハンティングは素晴らしい。

　そんな訳で，今年はリクエストに応えつつも，自

分の読みたかった本を購入。市川拓司の「いま，会

いにゆきます。」だ。最近映画化がされ，話題になっ

た作品である。前々から気になってはいたものの，

ハードカバーで手が出せず，どうしようかと思って

いる内に映画化されてしまったのだった。ようやく

購入することができ，その物語に触れることができ

ることに心躍らせたのだが，ここで誤算が起きた。

既に有名になっていたその作品は，貸し出しが始ま

ると，あっという間に図書館から姿が消えた。そし

てなかなか返って来なかった。そう，図書館には基

本的に同じ本は置かれることはないので，その一冊

が返ってくるまでひたすら待ち続けるしかないので

ある。（余談だが，今回私は既に図書館にある本をダ

ブって購入しようとしてしまい，結果１５００円分購入

することができなかった。しかもソレは自分で前に

買った本だったりする）せっかく買った本が，しか

し手元にはない。焦った。一体いつになれば読める

のか。図書館の受付バイトをしている友人に何度か

声をかけては返却されているかどうか調べたが，い

つになっても返ってこない。どうしたものか。そん

なことを思っている内に，映画の公開期間が気に

なってきた。既に公開されて一月ほど経っていた。

いつ終わるのかヒヤヒヤだ。原作を読んでから映画

を観ようと思った私，結局映画を先に観てしまった。

面白かった。その直後，ようやく原作を読む機会に

巡り合えた。配役のイメージが強かったりして素直

に楽しめなかったりした。失敗だった。やはり本を

先に読むべきだった。そんなことを後悔していたら，

図書館バイトの友人が，本を借りるのは予約するこ

とが可能だと教えてくれた。一歩遅かった。

　だいぶ横道に逸れたが，ブックハンティングはつ

まり，自分だけが楽しみにしている訳ではないとい

うことをこの出来事から悟った。読書する若者が

減ったと聞くが，それでも新しい本に触れ合う楽し

みを知っている人がまだまだいる。これは非常に喜

ばしいことだが，同時にライバルが多い，というこ

とでもある。次の機会には，まだメジャーにならな

いでいて，それでいて面白い本を優先的に購入しよ

うと思う。しかしそういう本は既に自分で所持して

いたりする辺りが悲しい。

　長々と書いてきたが，つまり何が言いたかったの

かというと，ブックハンティングを自分で行えると

いうことは非常に楽しいことである，ということだ。

コレを読んで興味が湧いた，という人が一人でもい

るなら，来年度試しに経験してみることを推奨する。




